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新
春
の
ご
あ
い
さ
つ

県
民
児
協
会
長

倉

持

嘉

男

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ

ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
百
年
以

上
の
歴
史
の
持
つ
「
制
度
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」
で
す
。
そ
の
源
は
大
正
時
代
に
岡

山
県
で
始
ま
っ
た
「
済
世
顧
問
制
度
」

と
大
阪
府
の
「
方
面
委
員
制
度
」
に
あ

り
、
昭
和
十
一
年
に
方
面
委
員
令
が
出

さ
れ
全
国
的
な
活
動
と
な
り
ま
し
た
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動
内
容

は
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
児
童
の
支

援
、
見
守
り
、
生
活
保
護
世
帯
の
育
成

指
導
、
地
域
社
会
の
健
全
育
成
、
地
域

福
祉
活
動
の
参
加
等
々
、
多
岐
に
わ
た

り
ま
す
。

令
和
二
年
に
入
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
が
猛
威
を
振
る
う
よ
う
に
な
っ
て

か
ら
二
年
が
経
過
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ

ナ
禍
の
な
か
、
ひ
と
り
暮
ら
し
で
困
窮

す
る
人
び
と
が
増
え
、
社
会
的
つ
な
が

り
や
、
地
域
福
祉
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
休
止
、
自
粛
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
ま
す
。
社
会
参
加
の
機
会
が
減

少
す
る
な
ど
、
新
た
な
地
域
生
活
課
題

の
解
決
に
向
け
た
活
動
つ
な
が
り
を
絶

や
さ
な
い
た
め
の
多
様
な
取
組
が
必
要

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

ま
た
近
年
地
震
や
台
風
、
豪
雨
等
に

よ
る
自
然
災
害
が
相
次
ぐ
な
か
に
あ
っ

て
は
福
祉
支
援
の
実
施
、
心
の
ケ
ア
、

被
災
者
に
対
す
る
見
守
り
相
談
・
支
援

等
の
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

地
域
共
生
社
会
づ
く
り
に
向
け
民
児

協
の
活
動
は
、
計
画
的
、
組
織
的
に
取

り
組
み
、
社
会
的
認
知
を
高
め
る
こ
と

が
重
要
で
す
。

結
び
に
活
動
に
対
し
て
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
皆
々
様
の
ご
健
勝
と
ご

活
躍
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

第
４０
回
茨
城
県
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会
開
催
報
告

県県
民民
児児
協協
評評
議議
員員

堀堀

野野

��

子子

第
４０
回
茨
城
県
民
生
委
員
児
童
委
員
大

会
が
令
和
３
年
１１
月
５
日
午
前
１０
時
３０
分

よ
り
、
ザ
・
ヒ
ロ
サ
ワ
シ
テ
ィ
会
館
大

ホ
ー
ル
に
於
い
て
昨
年
同
様
規
模
を
縮
小

し
て
、
３
３
０
名
の
参
加
に
よ
り
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
を
考
慮
し

て
座
席
の
間
隔
を
お
い
て
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。

民
生
委
員
信
条
朗
読
は
、
昨
年
同
様
中

村
副
会
長
一
人
の
み
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

倉
持
会
長
の
主
催
者
挨
拶
は
「
コ
ロ
ナ

禍
で
、
約
２
年
間
誰
も
が
外
出
や
面
会
を

制
限
さ
れ
、
不
自
由
な
生
活
を
強
い
ら
れ

て
き
ま
し
た
。
我
々
民
生
委
員
も
今
ま
で

の
よ
う
な
活
動
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

本
来
の
活
動
に
戻
る
に
は
あ
と
少
し
時
間

を
要
す
る
と
思
い
ま
す
。
民
生
委
員
の
皆

さ
ん
も
そ
れ
ぞ
れ
に
無
理
の
な
い
活
動
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
の
内
容
で
し
た
。

顕
彰
に
お
い
て
は
、
茨
城
県
民
生
委
員

児
童
委
員
協
議
会
会
長
表
彰
３６
名
で
、
受

賞
者
は
無
言
で
起
立
し
、
代
表
者
１
名
が

登
壇
し
て
受
け
取
り
ま
し
た
。

来
賓
祝
辞
は
、
茨
城
県
知
事
（
代
読
）・

茨
城
県
議
会
議
長
の
２
名
、
来
賓
紹
介
は

４
名
で
し
た
。

受
賞
者
代
表
謝
辞
は
、
ひ
た
ち
な
か
市

の
白
井
博
美
様
で
し
た
。

最
後
に
、
今
年
度
の
大
会
宣
言
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
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新
年
あ
い
さ
つ茨

城
県
知
事

大
井
川

和

彦

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

皆
様
に
は
す
が
す
が
し
い
新
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
に
よ
り
、

未
曽
有
の
危
機
に
直
面
し
た
年
で
あ
り

ま
し
た
。
現
在
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進

み
、
国
内
の
感
染
状
況
は
落
ち
着
き
を

見
せ
、
日
常
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま

す
が
、
新
た
な
変
異
株
が
確
認
さ
れ
、

多
く
の
国
で
感
染
が
拡
大
す
る
な
ど
、

依
然
と
し
て
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
が

続
い
て
お
り
ま
す
。

引
き
続
き
、
県
民
の
皆
様
の
命
と
健

康
、
そ
し
て
暮
ら
し
を
守
る
こ
と
を
最

優
先
に
、
今
後
の
感
染
拡
大
に
備
え
医

療
提
供
体
制
を
し
っ
か
り
と
確
保
す
る

と
と
も
に
、
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
つ
い
て
、
市
町
村
と
連
携
し
ス
ピ
ー

ド
感
を
も
っ
て
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
て
、
時
代
は
今
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
に
よ
り
人
々
の
価
値
観
や
生
活
様
式

な
ど
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
こ
と
に

加
え
、
人
口
減
少
の
大
き
な
波
が
押
し

寄
せ
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
と
は
全
く
環

境
が
異
な
る
、
予
測
困
難
な
「
非
連
続

の
時
代
」
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
困
難
な
時
代
を
乗
り
越
え
る
た

め
、
前
例
踏
襲
や
横
並
び
で
は
な
く
、

自
ら
の
変
化
や
失
敗
を
恐
れ
ず
、
新
し

い
こ
と
に
果
敢
に
挑
戦
す
る
と
い
う
初

心
を
貫
き
な
が
ら
、
私
が
先
頭
に
立
っ

て
、
県
民
の
皆
様
が
未
来
に
希
望
を
持

ち
、
自
身
の
な
り
た
い
自
分
像
に
向
け

て
挑
戦
し
続
け
ら
れ
る
「
活
力
が
あ
り
、

県
民
が
日
本
一
幸
せ
な
県
」
の
実
現
を

目
指
し
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
の
で
、
皆
様
に
は
、
な
お
一
層
の

ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。皆

様
に
と
り
ま
し
て
、
本
年
が
実
り

多
き
素
晴
ら
し
い
一
年
と
な
り
ま
す
こ

と
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

第
４０
回
茨
城
県
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会
大
会
宣
言

今
日
、
わ
が
国
は
急
速
に
進
行
す
る
少
子
高
齢
化
や
、
ひ
と
り
暮
ら
し
世
帯
の
増
加
、

家
族
意
識
の
変
容
な
ど
が
す
す
み
、
地
域
社
会
で
は
人
び
と
の
つ
な
が
り
が
希
薄
化
し
て

お
り
、
地
域
住
民
は
、
孤
立
や
孤
独
、
介
護
や
子
育
て
等
へ
の
不
安
な
ど
、
多
様
な
課
題

を
抱
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
水
害
や
地
震
等
の
相
次
ぐ
自
然
災
害
と
と
も
に
、
昨
年
か
ら

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
は
人
び
と
の
日
常
生
活
に
か
つ
て
な
い
影
響
を
も

た
ら
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
先
達
は
１
０
０
以
上
の
永
き
に
わ
た
り
、
地
域
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
地
域

の
よ
き
隣
人
と
し
て
活
動
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
役
割
は
変
わ
ら
ず
、
こ
の
よ

う
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
、
民
児
協
と
し
て
の
組
織
的
な

活
動
を
強
化
し
、
地
域
の
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
期
待
さ
れ
る
役
割
に
応
え
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
。

私
た
ち
、
茨
城
県
内
５
２
０
０
人
余
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
こ
れ
ま
で
と
同
じ
よ
う
な
活
動
が
で
き
な
い
状
況
の
中
で
、
こ

れ
か
ら
も
、
常
に
地
域
住
民
の
立
場
に
立
ち
、
相
談
・
支
援
活
動
を
展
開
し
、
誰
も
が
安

心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
す
す
め
て
い
く
た
め
、
本
日
、
第
４０
回
茨

城
県
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、
次
の
と
お
り
宣
言
し
ま
す
。

一
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
、
支
援
を
必
要
と
す
る
す
べ
て
の
人
び
と
が
孤
立
す
る
こ

と
の
な
い
よ
う
、
日
々
の
見
守
り
や
相
談
活
動
を
重
ね
る
と
と
も
に
、
地
域
の
幅
広

い
関
係
者
と
連
携
し
、
地
域
共
生
社
会
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す

一
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
率
先
し
て
地
域
の
子
育
て
応
援
団
と
な
り
、
わ
が
国
の

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
育
つ
こ
と
の
で
き
る
地
域
づ
く
り
に
取
り
組

み
ま
す

一
、
東
日
本
大
震
災
を
は
じ
め
と
す
る
被
災
地
の
人
び
と
や
、
そ
こ
で
活
動
す
る
民
生

委
員
・
児
童
委
員
へ
の
支
援
を
引
き
続
き
行
う
と
と
も
に
、
災
害
に
備
え
た
地
域
づ

く
り
に
取
り
組
み
ま
す

一
、
基
本
的
人
権
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
地
域
に
お
い
て
人
権
啓
発

に
関
す
る
活
動
に
積
極
的
に
協
力
し
、
人
権
を
尊
重
し
た
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
み

ま
す

一
、
広
く
社
会
に
対
し
民
生
委
員
・
児
童
委
員
制
度
の
周
知
を
図
り
、
民
生
委
員
・
児

童
委
員
活
動
の
正
し
い
理
解
の
醸
成
と
そ
の
一
層
の
充
実
・
発
展
に
向
け
て
取
り
組

み
ま
す

令
和
３
年
１１
月
５
日

第
４０
回
茨
城
県
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会
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茨城県版民生委員・児童委員
　キャラクター　　　　　　　　　　

を作成しました
「いばらきミンジー」

◎名前の由来と作成のきっかけ
　ミンジーは、東京都民生児童委員連合会が
作成した民生委員・児童委員キャラクターです。
　民生委員・児童委員の「みん」と
「じ」をとって「ミンジー」とし、集団
生活を営む中で、皆で協力して子育
てをするペンギンをイメージキャラ
クターとして起用することで、「地域
における支え合いを目指す」「社会
全体で子育てを応援する」活動に
取り組む姿を表しています。
　東京都民生児童委員連合会から
「ミンジー」の活用及びご当地ミン
ジーの作成を案内されたことを受けて、茨城県版
ミンジーとして作成し、愛称を「いばらきミンジー」
と名付けました。

「いばらきミンジー」を広報活動に　
ご活用ください

　新型コロナウイルスの収束がまだ見通せない中、民生委員・児童委員活動がコロナ禍
以前と同じようにはできない毎日が続いています。
　そのような状況でも、日常的な活動を続ける原動力となり、また、地域の住民に民生
委員・児童委員を身近に感じてもらえることができるよう、広報活動に「いばらきミンジー」
をご活用ください。
　県民児協ではポスターを作成・配付するとともに、各市町村民児協が使用できるデー
タを提供しています。具体的な手続きは県民児協ホームページをご覧ください。
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令
和
４
年
を
迎
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
対
策
に
心
が
け
な
が
ら
生
活

し
て
い
く
こ
と
が
、
し
ば
ら
く
の
間
は
求

め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
私
た
ち
の
生
活
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
を
き
っ
か

け
に
「
新
し
い
生
活
様
式
」
と
言
わ
れ
る

日
常
行
動
へ
と
変
化
し
ま
し
た
。「
ソ
ー

シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
」
や
「
三
密
」
と

い
っ
た
言
葉
が
頻
繁
に
言
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
多
く
の
人
が
集
う
こ
と
や
対
面
で

の
会
話
を
極
力
減
ら
す
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員

（
以
下
「
民
生
委
員
」
と
い
う
）
も
こ
の

新
し
い
生
活
様
式
に
あ
わ
せ
て
、
そ
の
活

動
ス
タ
イ
ル
を
模
索
し
な
が
ら
進
ん
で
ゆ

く
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
に
入
っ
た
と
言
え

る
で
し
ょ
う
。
一
方
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
は
じ
め
と
す
る
新
た
な
通
信
シ
ス
テ
ム

も
普
及
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
や
生
活

様
式
が
急
速
に
変
化
を
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
民
生
委
員
の
相
談
・
支
援

活
動
は
、
高
齢
者
が
集
う
、
対
面
で
の
長

時
間
の
会
話
な
ど
、
こ
の
「
新
し
い
生
活

様
式
」
と
は
真
逆
の
形
で
進
め
ら
れ
て
き

ま
し
た
。
民
生
委
員
の
支
援
対
象
者
の
多

く
は
高
齢
者
で
あ
り
、
民
生
委
員
自
身
も

高
齢
化
し
て
い
る
今
日
、
多
く
の
民
生
委

員
が
こ
れ
か
ら
の
活
動
の
あ
り
方
に
思
い

悩
ん
で
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

こ
の
難
題
に
直
面
す
る
こ
と
で
、
民
生
委

員
活
動
も
転
換
の
チ
ャ
ン
ス
を
む
か
え
て

い
る
と
と
ら
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

令
和
２
年
、
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員

連
合
会
も
「
訪
問
・
相
談
活
動
は
、
緊
急

度
と
必
要
性
に
鑑
み
、
対
面
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
場
合
を
除
き
、
電
話
や
メ
ー
ル

な
ど
で
の
活
動
を
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。」

と
の
コ
メ
ン
ト
を
出
し
て
い
ま
す
。

近
年
、
増
加
し
て
い
る
民
生
委
員
の
活

動
時
間
を
軽
減
す
る
側
面
か
ら
も
、
民
生

委
員
の
「
働
き
方
改
革
」
が
必
要
で
「
テ

レ
ワ
ー
ク
」
や
「
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
」、

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
相
談
・
支
援
活
動
な

ど
の
導
入
が
求
め
ら
れ
る
の
で
す
。

「
支
援
対
象
者
は
、
高
齢
者
が
多
い
の

で
ネ
ッ
ト
通
信
は
無
理
な
の
で
は
…
」
と

い
う
声
が
民
生
委
員
か
ら
聞
こ
え
て
き
ま

す
が
、
今
や
日
本
の
携
帯
電
話
の
普
及
率

は
、
１
１
４
・
７
％
で
、
ス
マ
ホ
を
所
持

し
て
い
る
高
齢
者
も
多
数
に
な
っ
て
き
て

お
り
、
高
齢
者
で
も
家
族
・
友
人
・
知
人

と
の
連
絡
に
は
、
メ
ー
ル
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を

使
う
こ
と
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
な
ら

ば
、
民
生
委
員
と
高
齢
者
の
や
り
と
り
も

メ
ー
ル
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
で
き
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

も
ち
ろ
ん
、
相
談
・
支
援
活
動
は
、
直

接
会
っ
て
話
を
し
な
け
れ
ば
解
決
し
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
新
し
い
生

活
様
式
の
中
で
、
直
接
会
う
べ
き
か
必
要

性
を
見
極
め
な
が
ら
、
民
生
委
員
も
Ｉ
Ｔ

機
器
を
使
っ
て
活
動
す
る
時
代
が
訪
れ
た

の
だ
と
認
識
す
べ
き
で
し
ょ
う
。

も
ち
ろ
ん
民
生
委
員
の
活
動
内
容
は
、

高
齢
者
・
障
が
い
者
・
児
童
の
支
援
、
見

守
り
、
生
活
保
護
世
帯
の
育
成
指
導
、
地

域
社
会
の
健
全
育
成
、
地
域
福
祉
活
動
の

参
加
等
々
、
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
こ
れ

ら
全
て
の
活
動
を
変
え
る
こ
と
で
は
な
く
、

そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
方
法
や
あ
り
方
に
つ
い

て
根
底
か
ら
考
え
直
す
、
大
き
な
転
換
期

を
迎
え
て
い
ま
す
。

こ
の
民
生
委
員
活
動
の
転
換
期
を
ど
の

様
に
乗
り
切
る
の
か
に
つ
い
て
、
こ
の
度
、

茨
城
県
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
の
ご

依
頼
に
よ
り
「
令
和
時
代
の
民
生
委
員
活

動
」
と
題
し
た
研
修
動
画
を
作
成
し
、
３

月
３１
日
ま
で
配
信
を
し
て
い
ま
す
。
動
画

を
視
聴
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
県
内
の
民

生
委
員
さ
ん
と
民
児
協
の
活
動
の
参
考
に

な
れ
ば
幸
い
で
す
。

「「ウウィィズズココロロナナ時時代代のの民民生生委委員員活活動動」」

執筆者プロフィール 松藤 和生（まつふじかずき）
ＫＴ福祉研究所代表・敬愛大学講師・民生委員活動研究者

［著書］『令和時代の民生委員活動』

『児童委員が紡ぐ令和の児童福祉』

『民生委員が聴く令和の相談支援』他
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大
子
町
の
面
積
は
３
２
６
�
と
広
く
そ
の
う
ち
７
割
が
山
地
で
す
。
人
口
は

１
万
６
千
人
、
高
齢
化
率
は
県
内
１
番
の
４
５
・
８
％
で
あ
り
ま
す
。

大
子
町
民
児
協
は
、
男
性
３８
名
、
女
性
４３
名
（
う
ち
主
任
児
童
委
員
３
名
）

の
計
８１
名
で
構
成
し
、
各
委
員
は
３
部
会
（
障
が
い
者
福
祉
、
児
童
福
祉
、
高

齢
者
福
祉
）
に
所
属
し
活
動
し
て
い
ま
す
。

毎
月
の
定
例
会
は
、
県
及
び
町
行
政
、
社
会
福
祉
協
議
会
等
か
ら
の
事
業
説

明
を
受
け
る
と
同
時
に
、
意
見
交
換
、
事
例
検
討
し
知
識
技
術
の
習
得
に
努
め

て
い
ま
す
。

町
内
に
は
、
小
学
校
６
校
、
中
学
校
４
校
あ
り
、
学
区
別
委
員
と
主
任
児
童

委
員
が
出
席
し
て
学
校
と
の
情
報
交
換
会
を
実
施
し
連
携
を
図
っ
て
い
ま
す
。

町
内
９
地
区
別
定
例
協
議
会
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

へ
の
対
応
方
法
、
警
察
署
・
消
防
署
と
の
連
携
、
町
内
会
と
の
連
携
等
に
つ
い

て
情
報
交
換
し
地
域
実
情
の
把
握
に
努
め
て
い
ま
す
。

民
生
委
員
児
童
委
員
活
動
強
化
週
間
に
は
、
運
営
委
員
と
事
務
局
に
て
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
前
で
啓
発
品
の
配
布
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
、
民
生
委
員
活
動
の
周

知
と
協
力
を
図
り
ま
し
た
。
ま
た
、
町
長
に

よ
る
町
政
報
告
と
高
齢
者
福
祉
対
策
等
に
つ

い
て
の
講
演
を
受
け
町
の
現
状
把
握
に
努
め

ま
し
た
。

令
和
３
年
は
コ
ロ
ナ
感
染
の
拡
大
状
況
下

に
あ
っ
て
、
各
種
活
動
が
中
止
等
の
制
限
も

あ
り
ま
し
た
。
早
く
収
束
し
、
通
常
ベ
ー
ス

に
戻
る
こ
と
を
願
い
以
前
に
も
増
し
て
地
域

住
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
身
近
な
相
談
相
手
を

目
指
し
て
日
々
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

茨
城
町
の
人
口
は
３
１
、
６
５
７
名
（
１
３
、
３
２
３
世
帯
）、
水
戸
市
に

隣
接
し
て
茨
城
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
当
町
の
民
生
委
員
・
児

童
委
員
６１
名
（
う
ち
主
任
児
童
委
員
４
名
）
は
、
日
赤
奉
仕
団
に
も
全
員
が
加

盟
し
兼
務
し
て
い
ま
す
。

民
児
協
と
し
て
毎
月
の
定
例
会
で
は
全
体
研
修
と
共
に
、
町
内
５
地
区
（
長

か
み
の
あ
い

ぬ
ま
さ
き

岡
・
川
根
・
上
野
合
・
沼
前
・
石
崎
）、
福
祉
に
お
け
る
事
項
別（
老
人
福
祉
・

障
害
福
祉
・
生
活
保
護
・
児
童
福
祉
・
母
子
福
祉
）
に
分
か
れ
て
の
研
修
・
意

見
交
換
で
必
要
な
知
識
の
習
得
向
上
に
努
め
、
地
域
の
活
動
に
繋
げ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
一
昨
年
１
月
に
発
症
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ

り
緊
急
事
態
宣
言
、
ま
ん
延
防
止
宣
言
発
令
時
の
定
例
会
は
中
止
、
地
域
で
の

活
動
は
最
小
限
に
留
め
る
な
ど
活
動
に
大
き
く
影
響
し
て
い
ま
す
。
委
員
６１
名

中
２６
名
が
一
斉
改
選
で
新
た
に
就
任
し
た
委
員
の
方
々
は
こ
の
２
年
間
の
活
動

に
戸
惑
い
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

当
町
の
高
齢
化
率
は
３
４
・
３
パ
ー
セ
ン
ト
と
高
く
高
齢
者
の
見
守
り
活
動

も
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
地
域
活
動
が
減

少
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
の
中
で
給
食
サ
ー

ビ
ス
、
牛
乳
等
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
の
申
請
を

促
す
と
共
に
、
連
携
し
て
安
否
確
認
を
し
て

い
ま
す
。

今
後
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡

大
等
を
含
め
た
緊
急
事
態
も
想
定
さ
れ
る
中

で
、
創
意
工
夫
し
て
の
活
動
で
地
域
住
民
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
民
児
協
全
体
で
支

援
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

大大子子町町

大
子
町
民
児
協
の
活
動
に
つ
い
て

大
子
町
児
協
会
長

齋

藤

博

司

茨茨城城町町

茨
城
町
民
児
協
の
活
動
に
つ
い
て

茨
城
町
民
児
協
会
長

東
ヶ
�

静

仁
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河
内
町
は
、
茨
城
県
の
最
南
端
に
位
置
し
、
ほ
と
ん
ど
起
伏
の
無
い
平
坦
地

は
稲
作
づ
く
り
に
適
し
、
夏
と
も
な
れ
ば
緑
の
絨
毯
と
称
さ
れ
る
ほ
ど
の
豊
か

な
水
田
が
広
が
る
、
の
ど
か
な
田
園
地
帯
で
す
。

い
っ
ぽ
う
、
令
和
３
年
４
月
１
日
現
在
の
人
口
は
、
８
、
５
１
５
人
で
、
６５

歳
以
上
の
人
口
は
、
３
、
３
３
６
人
、
高
齢
化
率
３
９
・
２
％
と
急
速
な
高
齢

化
の
波
は
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
担
い
手
不
足
な
ど
、
将
来
が
憂
慮
さ
れ

る
状
況
で
す
。

現
在
、
河
内
町
民
児
協
は
、
一
つ
の
単
位
民
児
協
で
構
成
さ
れ
、
定
数
は
２４

人
（
う
ち
主
任
児
童
委
員
２
人
）
で
す
が
、
現
在
１
人
の
欠
員
が
あ
る
た
め
、

２３
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
生
活
保
護
生
業
援
護
関
係
、
身
体
障
害
者
・
知
的
障
害
児
者
福
祉
関
係
、

児
童
福
祉
女
性
保
護
厚
生
関
係
、
老
人
福
祉
保
健
衛
生
関
係
の
４
つ
の
事
項
別

に
分
か
れ
て
知
識
の
向
上
に
努
め
、
地
域
の
相
談
役
、
住
民
と
行
政
の
パ
イ
プ

役
と
し
て
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
今
年
度
も
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
た
め
、
民
生
委
員

活
動
が
制
限
さ
れ
る
状
況
で
す
が
、
感
染
対

策
に
注
意
し
つ
つ
消
防
署
や
警
察
署
か
ら
講

師
を
招
い
て
、
地
域
の
現
状
等
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
た
り
、
役
場
の
各
担
当
者
を
呼
ん

で
の
勉
強
会
な
ど
知
識
の
習
得
に
努
め
て
お

り
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
、
各
高
齢
者
世
帯

等
を
回
り
、
接
種
状
況
を
把
握
し
、
行
政
側

か
ら
の
通
知
に
つ
い
て
、
分
か
り
や
す
く
説

明
す
る
な
ど
地
域
の
頼
れ
る
相
談
役
と
し
て

活
躍
し
て
お
り
ま
す
。

筑
西
市
は
南
に
つ
く
ば
市
、
北
に
栃
木
県
真
岡
市
と
隣
接
し
、
人
口
１０
万
３

千
人
で
高
齢
率
３
１
・
５
％
、
児
童
生
徒
数
７
、
１
６
１
人
で
高
齢
化
と
少
子

化
が
進
む
地
域
で
す
。
下
館
北
部
民
児
協
は
民
生
委
員
児
童
委
員
２１
名
（
う
ち

主
任
児
童
委
員
２
名
）
が
日
々
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
が
収
束
傾
向
と
は
い
え
２
年
に
わ
た
る
生
活
の
変
化
は
活
動
に
大
き

な
制
約
と
変
化
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
北
部
地
区
の
中
で
特
に
高
齢

化
が
進
む
河
間
地
区
の
活
動
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。
当
地
区
は
一
級
河
川
の
小

貝
川
と
五
行
川
の
間
の
農
村
地
帯
に
あ
り
、
高
齢
化
対
策
と
と
も
に
災
害
対
策

の
強
化
も
地
域
全
体
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
で
新
た
な
活
動
の
仕
方
が
問
わ
れ
る
中
、「
み
ん
な
で
考
え
・
支
援
」

を
目
標
に
自
治
会
・
公
民
館
・
小
学
校
・
社
会
福
祉
協
議
会
・
市
役
所
な
ど
と

協
力
し
工
夫
し
て
活
動
し
て
お
り
ま
す
。
当
地
区
で
は
独
居
老
人
訪
問
で
夏
は

小
学
生
の
育
て
た
鉢
植
え
・
お
便
り
、
冬
は
公
民
館
で
地
元
の
そ
ば
粉
を
使
っ

て
手
作
り
し
た
そ
ば
を
民
生
委
員
が
小
学
生
・
自
治
会
長
と
と
も
に
届
け
る
活

動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

昨
年
は
、
子
供
た
ち
も
参
加
し
て
み
ん
な
で
集
ま
っ
て
そ
ば
作
り
は
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
一
言
言
葉
を
添
え
て
訪
問
し
て
い
く
こ
と
を
継
続
し
て
実
施

し
ま
し
た
。「
エ
ア
コ
ン
使
っ
て
る
？
」「
ワ
ク
チ
ン
２
回
打
っ
た
？
」「
台
風

そ
れ
て
い
が
っ
た
ね
」
今
ま
で
実

施
し
て
き
た
こ
と
が
途
絶
え
る
こ

と
な
く
で
き
た
こ
と
と
喜
ん
で
い

た
だ
い
た
こ
と
が
、
私
た
ち
の
活

動
に
も
大
き
な
励
み
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
を
支
え
る

み
ん
な
と
協
力
し
活
動
の
幅
を
広

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

河河内内町町

河
内
町
民
児
協
の
活
動
に
つ
い
て

河
内
町
民
児
協
会
長

篠

田

孝

筑筑西西市市

筑
西
市
下
館
北
部
民
児
協
の
活
動
に
つ
い
て

筑
西
市
下
館
北
部
民
児
協
会
長

廣

澤

多

彦
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「
県
民
の
防
災
意
識
の
向
上
に

御
協
力
く
だ
さ
い
！
」

茨
城
県
防
災
・
危
機
管
理
部

防
災
・
危
機
管
理
課

近
年
、
記
録
的
な
台
風
や
集
中
豪
雨
が

全
国
各
地
で
相
次
ぎ
、
大
規
模
な
洪
水
や

土
砂
災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
災
害
か
ら
自
身
や
家
族
の

身
を
守
る
た
め
に
は
、
適
切
に
避
難
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

令
和
３
年
５
月
に
災
害
対
策
基
本
法
が

改
正
さ
れ
、
市
町
村
が
発
令
す
る
避
難
情

報
の
名
称
が
見
直
さ
れ
ま
し
た
。
高
齢
者

等
の
避
難
に
時
間
の
か
か
る
人
は
「
警
戒

レ
ベ
ル
３
の
高
齢
者
等
避
難
」
で
避
難
、

危
険
な
場
所
に
い
る
全
て
の
人
が
「
警
戒

レ
ベ
ル
４
の
避
難
指
示
」
で
避
難
す
る
と

い
う
よ
う
に
、
避
難
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
明

確
化
さ
れ
ま
し
た
。

県
で
は
、
県
民
の
逃
げ
遅
れ
ゼ
ロ
を
目

指
し
、
市
町
村
と
連
携
し
な
が
ら
、
適
切

な
避
難
に
向
け
た
防
災
講
座
等
を
開
催
し
、

�

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
活
用
し
た
居

住
地
域
の
災
害
の
危
険
性
の
確
認

�

市
町
村
が
発
令
す
る
避
難
情
報
や

国
や
県
が
発
表
す
る
様
々
な
情
報
の

意
味
の
理
解

�

避
難
に
向
け
た
事
前
準
備
の
整
理

（
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
作
成
）

等
の
促
進
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

一
方
、
過
去
の
災
害
で
は
、
高
齢
者
等

の
逃
げ
遅
れ
が
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
高
齢
者
等
の
方
々
に
対

し
、
よ
り
積
極
的
に
啓
発
し
、
い
ざ
と
い

う
時
に
、
躊
躇
な
く
避
難
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
普
段
か
ら
防
災
意
識
を
高
め
て

い
た
だ
く
こ
と
が
大
変
重
要
で
す
。

県
で
は
、
防
災
講
座
等
の
開
催
や
広
報

紙
な
ど
様
々
な
媒
体
で
啓
発
を
行
っ
て
お

り
ま
す
が
、
平
時
か
ら
地
域
の
高
齢
者
等

と
接
す
る
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
皆
様

か
ら
の
声
掛
け
は
非
常
に
有
効
で
す
。

よ
り
多
く
の
方
に
適
切
に
避
難
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
普
段
か
ら
の
啓
発
や
災

害
時
の
避
難
の
声
掛
け
等
、
引
き
続
き
皆

様
の
御
支
援
・
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

◎
祝
受
賞

こ
の
度
、
次
の
方
が
栄
え
あ
る
褒
章
を

受
け
ら
れ
ま
し
た
。
心
か
ら
お
祝
い
申
し

上
げ
ま
す
。（
敬
称
略
）

○
褒

章

藍
綬
褒
章

柳

生

進
（
守
谷
市
）

●
Ａ
Ｃ
ジ
ャ
パ
ン
「
２
０
２
１
年
度
支
援

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に
つ
い
て

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
で
は
、

民
生
委
員
の
な
り
手
確
保
や
存
在
の
周
知

に
向
け
た
さ
ら
な
る
広
報
活
動
の
推
進
と

し
て
、
Ａ
Ｃ
ジ
ャ
パ
ン
の
支
援
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
よ
る
全
国
規
模
の
広
報
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
は
令
和
３
年
７
月

か
ら
令
和
４
年
６
月
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
次
に
あ
げ
る
広
告
を

使
っ
て
い
ま
す
。

◎
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
Ｃ
Ｍ

◎
新
聞
・
雑
誌
広
告

◎
Ｐ
Ｒ
ポ
ス
タ
ー

広
告
は
Ａ
Ｃ
ジ
ャ
パ
ン
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ｐ
Ｒ
ポ
ス
タ
ー
は
全
国
民
生
委
員
児
童

委
員
連
合
会
か
ら
各
市
町
村
に
２
枚
送
付

さ
れ
て
い
ま
す
。

事事

務務

局局

だだ

よよ

りり
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コ
ロ
ナ
禍
が
続
く
中
、
緊
急
事
態
宣
言

が
１０
月
初
め
に
解
除
と
な
り
ま
し
た
。
私

た
ち
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
任
期
は
３

年
で
す
。
そ
の
う
ち
２
年
以
上
、
制
約
の

あ
る
活
動
が
続
い
て
い
ま
す
。
正
常
に
活

動
で
き
た
の
は
数
ヵ
月
で
す
。
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
よ
り
明
る
い
き
ざ
し
が
少
し
見
え

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
以
前
の
通
常
状
態

に
戻
る
の
に
、
ど
の
く
ら
い
の
期
間
が
か

か
る
の
か
見
通
し
が
つ
き
ま
せ
ん
。
民
生

委
員
・
児
童
委
員
の
長
い
歴
史
で
、
だ
れ

も
経
験
し
た
事
が
な
い
状
況
が
続
い
て
ま

す
。今

回
、
初
め
て
民
生
委
員
・
児
童
委
員

と
し
て
委
嘱
を
受
け
た
皆
様
に
お
い
て
は
、

我
々
通
常
の
活
動
（
高
齢
者
・
児
童
・
社

会
的
弱
者
等
・
見
守
り
役
・
研
修
）
を
十

分
に
経
験
す
る
こ
と
な
く
任
期
満
了
に

な
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
、
大
変
懸
念
し
て

い
ま
す
。

現
在
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
な
り

手
不
足
、
住
民
の
認
知
不
足
は
大
き
な
問

題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る

活
動
の
停
滞
は
、
さ
ら
に
悪
化
さ
せ
る
要

因
で
す
。
１
日
も
早
い
収
束
を
願
う
ば
か

り
で
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
今
回
の
原
稿
依
頼

に
関
し
て
は
、
皆
様
に
御
苦
労
を
お
か
け

い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
時
期
だ
か
ら
こ
そ

書
け
る
事
例
も
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

大
変
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

松
本

幸
雄
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